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セッションの主題 Subject of Session

• SDGs目標12「持続可能な消費と生産(SCP)パターンの確保」実施
に求められることは何か?

How to achieve the Goal12 of SDGs “Ensure Sustainable Consumption 
and Production Pattern”.

• 発展するアジアにおいて、低炭素型・資源効率型の社会経済シス
テムへの移行を促し、定着することはできるか?

How to facilitate transition to a resource-efficient and low-carbon 
socio-economic system in developing Asia.

• 日本の環境配慮設計・３R・省エネ・ライフスタイル変革の取り
組みはアジアでも有効なモデルとなるか?

How to show an effective model to Asia? e.g. DfE, 3R, Energy-saving 
and lifestyle change in Japan

• 生活者・生産者・自治体・政府・NGO/NPO・研究者などのス
テークホルダー連携は進められるのか?

How to extend stakeholders’ engagement and collaboration among 
citizens, businesses, municipalities, governments, NGOs/NPOs, and 
academia. 



消費と生産の相互連携の強化

生活者・自治体・

コミュニティなどの多様な
関係者の活動

政策パッケージの設計
と効果

効率性と充足性の向上による
持続可能な消費と生産（SCP)パターン定着のための

政策パッケージのデザイン
アジア地域の消費と生産の環境負荷増大スパイラルを

持続可能な地球１個分の暮らしに抑える

消費者の行動変容

製品の再生
分散型循環生産
地域指向ものづくり

環境経営モデルの展開

生活者のライフスタイ
ルの類型化と変化

消費行動選択の産
業セクターへの影響

国・地域レベルでの持続可能な消費と生産（SCP)を軸とした
持続可能な開発目標（SDGs）の設定と実施
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スピーカー Speakers
【コミュニケーションから考えるSCP Communication for SCP】

川廷 昌弘, 株式会社博報堂

Masahiro Kawatei, Hakuhodo DY Holdings Inc.  

【アジアに展開する日本企業 Commitment of Japanese Business to SCP in Asia】

古谷 治正, パナソニック株式会社エコソリューションズ社

Harumasa Furutani, Panasonic Corporation Eco Solutions Company  

【テークホルダーの取り組みと連携 Stakeholders’ Engagement and Cooperation】

堀田 康彦, 地球環境戦略研究機関

Yasuhiko Hotta, IGES  

コメンテーター Commentators
【消費の視点から From Consumption View】

中原 秀樹, 地球環境戦略研究機関／国際グリーン購入ネットワーク

Hideki Nakahara, IGES / International Green Purchasing Network  

【生産の視点から From Production View】

梅田 靖, 東京大学

Yasushi Umeda, The University of Tokyo


